
オランダ種雄牛

農家との長年の協力と、科学の

先端的な発展に支えられFEED 
EXCELは世界で最も大規模で
信頼性の高い乳牛の飼料摂取量
のデータを作成し、それを利用し
ています。
この育種戦略は、摂取飼料の量を
減らしながらも、より多くの生乳を
生産できる高い生産性の牛群を

約束します。高い利益性と温室
効果ガス排出削減への確か
な道筋です。

STEAM PP
デルタ ステイーム PP RED ET

A2
A2

高さ
強さ

無角遺伝子
娘牛繁殖性良好 乳器改良・長命性

BLE BLH
-1％ 3％

DELTA STEAM PP RED
HG942466 登録番号 NL628600606 2020.5.17生  血統濃度99％

血 統 アバンダントP + ハンデイ P + アポル P ＋ バリスト

デルタ アバンダント P ET
ダブル Ｗ レンジヤー ET

1807 ボシンク デルタ アビー RED ET

デ ブレント ハンデイ P ET

フルスタイン スタイリツシユ P RF ET
フルスタイン ウイーツケ PP RF ET

NL751116034 US70625988NL889152469 NL762042012

フレーム
乳用強健性
乳器

肢蹄
決定得点

高さ 低い
弱い

浅い

欠く

痩
坐骨高
狭い
寄る
直飛

小さい

悪い

弱い
外付

短い
低い

低い

高い
強い

深い

富む

太
坐骨低
広い
平行
曲飛

大きい

良い

強い
内付

長い
高い

高い

強さ

体積
乳用牛の特質

BCS
尻の角度
尻の幅
後肢後望
後肢側望
蹄の角度

歩様
前乳房の付着
前乳頭の配置

乳頭の長さ
乳房底面の高さ

後乳房の高さ
弱い 強い中央靭帯の強さ
外付 内付後乳頭の配置

90 92 10096 110108104

能力 オランダ能力値(EBV)

kg milk

％ Fat

％ Protein

kg Fat

kg Protein

NVI

生産寿命

INET

ロボット搾乳
効率性

ロボット搾乳
順応性

分娩難易

ロボット
搾乳間隔

娘牛の
繁殖性

泌乳の持続性 成熟度

娘牛の
分娩難易

体細胞

気質 乳房の健康

蹄の健康

搾乳速度

管理形質

信頼度/96%　頭数/187　牛群/118

信頼度/91%　頭数/647　牛群/355

CRV　BLEとは・・・

※飼料効率：104の種雄牛であれば、娘牛の飼料効率は２％向上　108の種雄牛であれば、娘牛の飼料効率は４％向上

飼料コストが生乳生産に掛かるコストの約60％を占める中、飼料効率性※はますます重要性を増しています。
年間のべ４００万件の飼料摂取量を収集しています。
ＣＲＶは２０１７年より個体の飼料摂取量のデータ収集を開始した世界で最初の組織です。現在では５か所の牧場
において約2,000頭の乳牛から日々10,625件の最新の飼料摂取量を収集しています。これは年間に換算すると
約400万件ものデータ数になります。

業界をリードする信頼性。
この５つの牧場にはＣＲＶ種雄牛の娘牛のみを飼養しているため、種雄牛にとって業界最高の飼料効率の信頼性を
担保する育種価となっています。今後数年間で飼料摂取量のデータを持つ牛の数は増加し、より一層信頼度が向上
するでしょう。
また飼料効率性の高い種雄牛を選ぶことで、娘牛が飼料をより効率よく生乳に転換することは経済的に非常に重
要ですが、生乳１kgあたりのメタンガス排出量の削減に繋がります。
飼料効率の向上のための繁殖は環境への影響も低減します。

BLEは大きく３つの要素から構成されています。
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